
日本人の入国 条件あり

外務省渡航情報

レベル3：渡航は止めてください。（渡航中止勧告）

制限措置概要

• ワクチン完了済みの外国人：
観光旅行など不要不急の目的を含め入国可。
カナダ政府承認済みワクチンの接種完了後14日以上経過したことを証明する
書類（英語、仏語、または認定翻訳付）、搭乗前72時間以内のPCR検査
もしくは入国日前日の迅速抗体検査の陰性結果の提示およびArriveCANｱ
ﾌﾟﾘへの登録が必要。入国時に無作為でPCR検査が実施されているが、結果
を待つ間の自己隔離は不要。ただし、4月1日以降、搭乗前検査は不要にな
る。
詳細はカナダ連邦政府ウェブサイト（英語）または日本の外務省ウェブサイト
（日本語）を参照のこと。
• ワクチン未完了の外国人：
2022年1月15日以降、ワクチン未完了の外国人については、ごく限られた例
外を除き、入国は不可となっている。

分類 接種割合

1回以上接種者 人口の84.7％（32,386,600人）

接種完了者 人口の81.0％（30,987,116人）

追加接種完了者 人口の46.5％（17,764,335人）

感染者の動向

日本人に対する入国制限
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主要規制・制限、再開基準

• 12月に発出された不要不急の国外旅行の自粛を求める政府勧告は、2月28日付で撤廃。

各州によるビジネス関連規制の状況 ※主要州の経済再開計画の概要

オミクロン型変異株の感染の落ち着きに伴い、各州でビジネス関連規制の緩和が始まっている。

• オンタリオ州では主要規制を3月1日から解除。イベント参加人数、映画館、劇場、レストランな
どの入場制限、小売店での2メートル間隔確保などの規制はすべて撤廃された。ワクチン証明の
提示義務も解除。ただし企業等が引き続き証明を求めることは許容する。公共交通機関、長
期介護施設等の一部施設を除いて、21日からマスク着用義務を解除。残りすべてのマスク着
用義務についても4月27日付で失効となる。

• ケベック州では、3月12日付でワクチンパスポートを含む主要規制を解除。マスク着用義務は、
遅くとも4月中旬まで継続し、公共共通機関についてはさらに5月まで継続予定。

• ブリティッシュ・コロンビア州では、マスク着用義務は3月11日に解除したが、ワクチンパスポートは
4月8日まで継続。

累計感染者数 340万4,283人

累計死亡者数 新規感染の傾向

３万7,209人 ⤵（減少）

特記事項

3月15～21日までの7日間平均の新規感染者数は1日あたり4,922人で前週比
７％減。3月9日～15日平均の陽性率は13.5％で、全国的にまだ感染が活発で
あることを示している。3月11日～17日の入院患者数は前週比11％減で、うち
ICU入院患者は同14％減、死者数は前週から横ばいの51人。カナダでは、オミク
ロン株のBA.2亜種が増加しているが、そのスピードは遅く、他の亜種は減少または
安定している状況。

※出所：外務省、カナダ移民局、外国からの入国禁止令、カナダ公衆衛生庁

カナダ：ビジネス活動再開に向けた基本情報

カナダの州別感染者数

（出所：カナダ公衆衛生庁3月22日時点感染者数、3月18日時点ワクチン状況）

カナダの新規感染者数推移
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注）最新2週間分につ
いては、連邦政府への
未報告分を加算後、
修正される。

（出所：カナダ公衆衛生庁3月22日時点感染者数、3月18日報告）

（2022年3月22日時点）

カナダのワクチン接種状況

経済活動再開の状況

https://www.canada.ca/en/public-health/news/2022/03/government-of-canada-will-remove-pre-entry-test-requirement-for-fully-vaccinated-travellers-on-april-1.html
https://travel.gc.ca/travel-covid
https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html#Canada2
https://www.canada.ca/en/public-health/news/2022/02/government-of-canada-lightens-border-measures-as-part-of-transition-of-the-pandemic-response.html
https://www.jetro.go.jp/world/covid-19/us/#page_ca_02
https://news.ontario.ca/en/release/1001451/ontario-outlines-steps-to-cautiously-and-gradually-ease-public-health-measures
https://news.ontario.ca/en/statement/1001732/statement-from-ontarios-chief-medical-officer-of-health
https://cdn-contenu.quebec.ca/cdn-contenu/sante/documents/Problemes_de_sante/covid-19/measures-in-effect.pdf?1645035779
https://news.gov.bc.ca/releases/2022HLTH0081-000324
https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html
https://www.canada.ca/en/immigration-refugees-citizenship/services/coronavirus-covid19/travel-restrictions-exemptions.html#exempt
https://orders-in-council.canada.ca/attachment.php?attach=41061&lang=en
https://www.canada.ca/en/public-health/news/2021/07/government-of-canada-announces-easing-of-border-measures-for-fully-vaccinated-travellers.html
https://health-infobase.canada.ca/covid-19/epidemiological-summary-covid-19-cases.html?stat=num&measure=total&map=pt#a1
https://health-infobase.canada.ca/covid-19/vaccination-coverage/
https://health-infobase.canada.ca/covid-19/epidemiological-summary-covid-19-cases.html?stat=num&measure=total&map=pt#a1
https://www.canada.ca/en/public-health/news/2022/03/statement-from-the-chief-public-health-officer-of-canada-on-march-18-2022.html


現地日系企業の活動状況

カナダ：コロナ禍における在加日系企業の動向

１．2021年9月1日時点の勤務体制 ～出社中心の勤務体制が4割強へ増加～

• リモート勤務が可能な職種で、出社中心の勤務体制を実施している企業は44%で、リモート中心の勤務体制とする企業の45%と

ほぼ拮抗。「原則として全従業員が事業所に出社」の割合は 23％と、2021年4月の調査結果（11%）から倍増。

• リモート勤務が難しい職種では、「原則として全従業員が事務所に出社」が85％に達した。 2021年4月の調査結果と比較すると、

同割合は18ポイント増加。

２．9月1日時点の勤務体制－業種別－

• 製造業では、リモート勤務が難しい職種については「原則として全従業員が事務所に出社」は87.8％に達した。一方、リモート勤務

が可能な職種については、「原則として全従業員が事務所に出社」とする企業が37.0％と最も多かったが、なんらかの形でリモート勤

務を継続する企業が6割強に上った。

• 非製造業でも、リモート勤務が難しい職種については「原則として全従業員が事務所に出社」は81.8％だった。リモート勤務が可能

な職種については、「主にリモート勤務とし、事業所への出社も一部実施」が最も多い回答で39.7％に達した。「原則として全従業員

が事務所に出社」する体制と回答した企業は12.3%に留まった。

３．新型コロナ収束後の勤務形態 ～コロナ後はハイブリッド型の勤務体制へ～

• 新型コロナ収束後の勤務体制として、 「原則として全従業員が事務所に出社」は4割で、出社とリモート勤務を併用するハイブリッド

型の勤務体制を予定している企業が5割近くに達した。

• 業種別にみると、「原則として全従業員が事業所に出社」は製造業で54％、非製造業では30％ だった。

４．新型コロナ収束後の課題・取り組み ～ハイブリッド勤務、ペーパーレスを推進～

• ワクチンについては、従業員のワクチン接種状況の管理やワクチン未接種従業員の対応などが課題に挙がった。リモート勤務について

は、従業員ごとの考え方の違いやコミュニケーションの希薄化や人材育成が課題として指摘された。

• 取り組みとしては、ハイブリット勤務を標準化やドキュメント類のペーパーレス化などが挙がっ た。

（2021年10月25日時点）

新型コロナ関連・在カナダ日系企業の勤務体制に関するアンケート調査結果（実施日：2021年9月8日～9月28日）出所：

https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/covid-19/us/doc_ca_20211018.pdf


 デジタル技術の活用を促進し、地理的制約を受けることなく、コロナ後の世界に
合わせた企業支援を実現。

１.対コロナ企業個別相談・ウェビナー

２.輸出促進事業

３.スタートアップ支援、オープンイノベーション

（2021年10月18日時点）カナダ：Withコロナにおける今後のジェトロ事業の方向性

• 在加日系企業向け、法務・税務・労務の個別相談も
オンライン・ツールで対応。

• 政府の経済支援策やその他情報をウェビナーで提供。
カナダ国内の企業だけでなく、カナダを所管する在米日
系企業へも広く情報提供を行う。
過去のウェビナ―録画は以下URLから視聴可能

https://www.jetro.go.jp/webseminartop/n_america/ca/webseminar/ • 北米最大のテック・カンファレンスCollision 2021に参
加した日本のスタートアップ６社を支援するとともに、

• Eコマースで日本の輸出をサポートするJapan Mallを
カナダEC業者と提携して実施。
https://www.ippinka.com/products/japan-mall/

ジェトロからのお知らせJ
北米の新型コロナウイルス感染拡大の影響情報
https://www.jetro.go.jp/world/covid-19/us/

北米イベント情報
https://www.jetro.go.jp/eventstop/n_america/us/events/

在カナダ日系企業向け新型コロナ対応無料個別相談
https://www.jetro.go.jp/world/covid-19/us/

• カナダでの使い捨てプラスチック容器
規制の動きに対応し、レストラン等

• スタートアップの海外展開支援グローバル
アクセラレーションハブがトロントでもサービ
ス開始。企業向けオープンイノベーションに
関するブリーフィングサービスも実施している。

日本のエコシステムを紹
介するラウンドテーブルを
実施。

・ ジェトロ横浜と共催で
カナダテック企業
ショーケースを7月に

開催。製造現場に導入できるAIを駆使した自動走行
車、エラー検出技術などを紹介した。

https://www.jetro.go.jp/services/jhub.html

を対象とした折箱（使い捨て木製弁当箱）ウェビナー、
商談会を８～９月に開催。

https://www.jetro.go.jp/webseminartop/n_america/ca/webseminar/​
https://www.ippinka.com/products/japan-mall/
https://www.jetro.go.jp/world/covid-19/us/
https://www.jetro.go.jp/eventstop/n_america/us/events/
https://www.jetro.go.jp/world/covid-19/us/

